豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成３０年６月号

カッコーが鳴き始めました。もう初夏です。

今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年７月１０日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：当院における、糖尿病の多剤併用療法の
実態　　　　　菊地博先生

講演２：当院の「看取りに対する指針」の解説　
柄澤良先生

　共催：豊栄病院、アステラス製薬株式会社
●7月の臨床検討会は、糖尿病薬の多剤併用療法について、当院の実態を菊地先生が話します。またクイズ形式かな？今米国では、米国内科学会の新しい血糖コントロールのガイドラインがでて、米国糖尿病学会のものとだいぶ違うので、混乱しているようです。米国内科学会のガイドラインの基になった論文にはDPP4阻害薬やSGLT2阻害薬などの新しい薬剤の論文が入っていないそうです。低血糖のリスクが少ないDPP4阻害薬やSGLT2阻害薬が当院でどのように使われているのか知りたい！院外薬局の先生方も参加を検討ください。後半は、当院の看取りの指針の解説です。今年3月に改訂された「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」（厚生労働省）に基づいたもので、老人施設などの方も参考になると思います。

●今年もCKD公開市民講座「天地腎」をやります。

日時：　平成30年8月19日（日）

場所：　新発田市生涯学習センター講堂

特別講演は、元新潟大学学長の荒川正昭先生です。菊地先生と私も出ます。是非聞きに来てください。

●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)

今月はお休みですが、来月は山本先生が書きます。
●菊ちゃん、EDTAに行ったって。EDTAって何？
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2018年5月24日～27日にデンマークのコペンハーゲンで開催された欧州腎透析移植学会（EDTA）に参加しました。今回は、血液透析患者のリン代謝に直接は関係なさそうなある種の便秘薬が、実はリンを低下させるために使っている薬に匹敵する効果があることを、独自の客観的・定量的な方法により評価した研究を発表しました。すぐ近くで、大学時代のクラブの後輩が発表していました。二十数年ぶり偶然の再会。○○大学特任准教授・・・。偉くなったものだ。嬉しかった。「大学や大病院のような、規模の大きな素晴らしい研究でなくとも、細々と続けていればいいことがある。」つくづく思いました。
町は噂通り自転車がたくさん。それほど広くない道路にも立派なバイクレーン完備。自転車の運転マナーは驚くほどよいものでした。写真は「ニューハウン」。1671年に造られた人工の入江で、おとぎの国を思わせる、コペンハーゲンらしい雰囲気が漂う街並みです（菊地博）。
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編集：川に、心の、洗濯に行く。センター長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

